


亀ヶ岡文化の漆製品と漆工技術
LacquerwaresandtheirmanufacturingtechniquesintheKAMEGAOKAculture

特別
セッション

永嶋正春（国立歴史民俗博物館）
MasaharuNagashima(NationalMuseumofJapaneseHistory)

１ ．はじめに
縄文時代の生活と文化を知る上で、帆漆製品､《や総体としての帆漆工技術帆が持つ役割

と重要性については、かねがね指摘を重ねてきた[1]。それらは、旧来からの審美的観点に
留まることなく、歴史資料として多くの情報を我々にもたらしてくれるのである。
亀ヶ岡文化を代表するもの、それは赤色に彩られた漆製品である。工芸的美に優れてい

ることは誰もが認めるところであるが、果たして何を我々に語ってくれるのであろう。こ
こでは、その一端を示すことで、改めて帆亀ヶ岡文化いを見つめ直すこととしたい。

２ 亀 ヶ 岡 文 化 と 実 年 代
まずは、亀ヶ岡文化を歴史研究の時間軸のなかに固定する作業が必要である。これは、

AMS-炭素1４年代法によるところが大きい。このことによって、広域的視野での信頼性の
ある議論がおこなえるのである。九州をはじめとする西日本の状況との比較、特に弥生文
化の始まり（水田稲作開始期)や縄文文化と弥生文化の並行・並存関係についての議論、あ
るいは北海道や関東地方などに廃行する縄文時代後晩期の漆文化との関係性についての議
論、赤色顔料素材の獲得や生産・流通に関わる議論等、いずれをとってみても、絶対的な
時間軸が基本になることは改めて指摘するまでもない。
その際、漆関係資料は重要な測定対象資源になる。漆の中の炭素含有率は高く、その炭

素はきわめて良質である。また、その測定結果は、人が漆を採取し使用した時そのもの、
文化的事象に直接密着した年代を示しているのであり、その点でも重要視される。
国立歴史民俗博物館では、一貫して歴史資料の実年代化を図っている。筆者もその末席

を汚すものとして、漆関係資料の実年代化に意を注いでいる。亀ヶ岡文化の漆資料につい
ては、第１図の*lと第２図に示した是川中居遺跡(青森県八戸市)出土の木胎漆器を手始
めとして、多くの漆関係資料を測定しており、加えて、学術創成研究『弥生農耕の起源と
東アジア」(2004年度～2008年度)による土器炭化物等の測定結果を踏まえると、亀ケ岡文
化の実年代観としては、第１図に示したような成果が得られている。
すなわち、大洞系土器に代表される亀ヶ岡文化は、おおむねBC1２５0年からBC400年の

間続いていたものと考えられるのである。これは、ノL州を中心とした西日本における弥生
文化の時代、その前半期と多くの部分で重なることを意味している。

３ ． 中 山 遺 跡 出 土 の 漆 関 係 資 料
中山遺跡(秋田県五城目町)は、古くから知られた遺跡であり、これまでに数次にわたる

発掘調査がおこなわれている。当大会事務局の弘前大学人文学部附属亀ヶ岡文化センター
は、２０１２年に改めて発掘調査を実施し、現在各柿の情報化を進めている。その速報(中山
遺跡現地説明会資料)によれば、漆製品に関しては赤色漆塗土器、木胎漆器、藍胎漆器、櫛
などの出土が知られる。
昭和5７･５８(1982･1983)年の調査では、第３図にその一部を示したが、漆漉し布をはじ
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めとする漆工要具や各種の漆製品が出土し、また平成２(1990)年の調査では弩弓とされる
赤色漆塗木製弓が出土したことで、中国大陸との関係性も遡上に上ったことがある。
漆工要具のあり方から在地の漆文化が存在したことは明白であり、旧来の出土資料をも

亀ヶ岡文化研究の資源としてあらためて見直すと共に、新たな出土資料に対しては可能な
限り各種の調査を実施し情報化を図る必要に迫られている。 特別
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４ ． 亀 ヶ 岡 遺 跡 の 漆 製 品
亀ヶ岡遺跡出士の漆製品は、幾つもの公的施設(機関)に保有されており、また個人で優

品を所蔵する人々も多い。慶應義塾大学民族学考古学研究室の所蔵品は、なかでもよく知
られた資料の一つであり、時折、展示にも活用されている。本資料は、青森県つがる市(旧、
西津軽郡木造町)の沢根地区と近江沢地区の低地部を、慶應義塾大学が昭和２５(1950)年に
発掘調査したことで出土したものであり、典型的な亀ヶ岡文化の漆製品といえる。（故)鈴
木公雄氏の依頼によって調査を進めていたのであるが、近時その結果を公表する機会があ
ったので[2]、亀ヶ岡文化の漆製品を見直す機会として、あらためてその一部を紹介してお
きたい(第４図)。
藍胎漆器タケの小割り材を編組して薄くて華著な容器を作り、それを漆と一体化さ
せることで、薄くて軽く丈夫で水漏れの全く無いしかも装飾性の高い容器を作り上げてい
る。最表面部には朱漆(朱：赤色硫化水銀)のみを重ねており、ベンガラ漆を全く使用して
いないのが大きな特徴である。亀ヶ岡文化の赤色資料では、大方がベンガラ(赤色酸化鉄）
であり、朱の使われ方については、朱の産地、朱の入手方法等をも含め、解明すべき大き
な問題となっている。ちなみに、縄文時代後期を中心とした下宅部遺跡(東京都東村山市）
の赤色資料については、その大半を蛍光Ｘ線分析済みであり、朱(HgS)の使用が卓越して
いる状況を確認している。
漆塗土器（壺形）亀ケ岡文化の漆塗土器としては典型的な資料であり、他に共通す
る漆塗装技術が使用されているものと理解している。煙くられた胎土表面に素黒目漆を塗
り、その上にベンガラ漆を塗布している。ベンガラ粒子は不定形微粒子状であり、やや粗
い石英粒も混在する。青森県今別町赤根沢の赤岩(県指定天然記念物)が使用されていると
考えても、矛盾はしない。亀ヶ岡文化における赤色漆の盛行は、非パイプ状ベンガラ顔料
によっており、赤根沢の赤岩は最も可能性の高い赤色原料素材である。その量的裏付けが
あってこそ花開いたのが、亀ヶ岡文化と考えられるのである。
漆塗土器（淺鉢形）赤色漆を使用せず、黒色漆塗風に仕上げている。素黒目漆の最
表面部の黒ずみが進行しており、そのため一見黒色に見えるのであるが、製作当時の色調
にはもう少し栗色が反映されており、純黒色からはやや離れた暗赤褐色を呈していたもの
と考えている。

[1]永嶋正春「縄文時代の漆工技術一東北地方出土藍胎漆器を中心にして-」「国立歴史民俗博物館研
究報告」６集,１９８５
国立歴史民俗博物館企画展示図録「漆文化一縄文・弥生時代一」,1994
「季刊考古学９５号く特集号〉縄文・弥生時代の漆」雄山閣,２００６

[2］千葉市立郷土博物館特別展図録「漆一その歴史と文化」,２０１２
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第１図亀ケ岡式土器の実年代[AMS-C14年代法による］
大洞系土器の鞍E暦年代は、おおむねBC1250年～BC400年頃
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＊１是川中居遺跡出土の木胎漆器：較正歴年代はBC1200年～BC950年となるが、
刻出されている土器類似の文様は、大洞Ｂ式期に該当する。

＊２（九州）山の寺式の初め:BC10C
＊３（西日本）弥生早期と前期の境:BC８C初め

固寸歴史民俗博物館企画展示図録『弥生はいつから!?-年代研究の最前線一』2007年
「蛆ケ岡式土器の実年代｣（小林謙一）を改変.補訂(責永嶋)

第２図是川中居遺跡出土の木胎漆器（第１図の＊1）と漆層断面（650倍）
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第４図亀ケ岡遺跡の漆製品（慶應義塾大学民族学考古学研究室所蔵品）

朱漆塗藍胎漆器 Ｘ

曼 蓉 “ ̅

呼夷可
850倍ｲ立ｄｐ 漆 層 断 面 1 7 0 倍2５ベンガラ漆塗土器

200倍40倍漆塗土器 漆層断面
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津軽平野における縄文時代晩期の地形環境
ChangesingeomoIphicenvironmentmmeTsugamplamsincetheJomonpenod

ｾ鯉ン 小岩直人（弘前大学）
NaotoKoiwa(HirosakiUniversity)

１．はじめに
青森県北西部に位置する津軽平野には、亀ヶ岡遺跡、田小屋野貝塚に代表されるような縄文時代以降の

遺跡が数多く分布している。この平野は、縄文海進以降､海域になった場所が､岩木川をはじめとする諸河
川から供給された土砂の堆積によって形成されたものである。平野の北端には、その埋め残しである汽水
湖の十三湖が存在する。十三湖で生産される生物資源は、すでに縄文時代から人間生活と密接に結びつい
ていたと考えられる。このような地域において、平野が形成される過程で大きく変化してきた十三湖の成
立過程、および縄文時代以降の環境変遷を復元することは、人間と自然との関わりを検討する上でも重要
な課題であると思われる。本発表では、津軽平野において深度約20～60mの５本（図l:岩木川河口､烏谷
川河口､亀ヶ岡遺跡付近､神田橋､'三集落）の学術ボーリングを実施し､採取された堆積物の層相観察、！』ｃ
年代測定、珪藻分析、イオウ分析、粒度分析を行い、津軽1z野の構成層をもとに縄文海進以降の十三湖の
地形環境および塩分の変遷について検討した結果を報告する。さらに、津軽平野におけるいくつかの遺跡
周辺の縄文時代晩期の地形環境についても述べる。

２．調査地域の概観
津軽平野の地形は､洪積台地と沖積平野に大別される。

津軽平野南部、すなわち上流部では、扇状地が段丘化し
た台地が認められ、弘前市や黒石市のおもな市街地は、
この台地上に位置している。津軽平野の北部では、岩木
川、烏谷川、山田川などが形成した沖積平野が広がって
いる。これを取りまくように海成段丘からなる台地が分
布しており、多くが海洋酸素同位体ステージ(MIS5e)
に形成されたものと考えられている。海成段丘面のうち
日本海に面している地域では、砂丘が被覆しており、海
岸線に直交する方向に伸びる縦列砂丘が多くみられる。
また、縦列砂丘間の凹地には、砂丘地帯であるにもかか
わらず数多くの湖沼が存在している。これは、海成段丘
を被覆する「ローム層」やその上部に発達する黒ボク土
が不透水層となっていることによる。亀ヶ岡遺跡や田小
屋野貝塚などの遺跡は、海成段丘面上や台地面に刻まれ
た谷（開析谷）に位置していることが多い。

鍵〃1 ｰ1 ｰ
岩木山岩木山

諺諺
孑『 白神山地,'９ざ』０２０■

０ ３ ０
ー一一一一一■

４０
■ｋ、

図１調査地域の概観
1W:岩木川河口、JS:十三集落、TR:烏谷ﾉ|
河口、KD:神田橋、KM:亀ヶ岡周辺
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３．津軽平野北部の地形・湖水環境変遷
これまで発表者は、津軽平野において実施した5本のボーリングのコアの諸分析から､次のことを明らか

にした（図２．図３）。
現在の岩木川の河口部付近は､約9,200calBP頃に縄文海進が及び、それまで陸域だった地域が海域へと

変化する。海進直後は汽水環境であったと推定されるが、7,900～7,200calBPには塩分の高い内湾となっ
た後、再び汽水の湖となる。さらに､約5,300～3,800calBPまで十三湖は比較的水深がある、淡水の影響
が極めて大きい湖であったと推定され、その原因は、縄文海進において形成された内湾が砂州の形成によ
り閉塞的な環境となったこと、当時の十三湖が現在よりも容積が大きく、湖内で塩分躍層が発達し、海水
の流入があっても湖底付近に貯留され、湖水の表層は淡水が優占していたことによる。その後水深が小
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さくなった十三湖は、少なくとも約900calBPには汽水環境が成立していた（図２)。

約9,200cal８P

約7,500caIBP(海進のピーク）

約5,300～3,800calBP(表層の淡水化）
一一一デルタの前進

図２津軽平野北部の地形発達模式図
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図３十三湖における地形環境および湖水環境変遷（小岩ほか、投稿中）

４．津軽平野における縄文時代晩期の地形環境
津軽平野北西部の亀ヶ岡遺跡から約7ｍｍ東に位置-す̅るボーリング地'l,((KMコア）の地質柱状図およ

び珪藻ダイアグラムをIXI４に示す。ここでは、他の地点と調和的な傾lhlの塩分変動が確認することができ
る。すなわち、亀ケ岡遺跡周辺には約9McalBP以降に海進がおよび、約6McalBP頃に海生の珪擬が
贈加する。その後、淡水生の珪藻の著しい増加がみられ、それは3M)calBPを若干遡る時期から減少、
2McalBPには海生の珪藻も混入するようになる。この地点では、深度約5m前後には顕著な|方判l粒化
を示す砂層がみられる。この堆積物は、縄文海進により水域となった場所にデルタが到達したことを示す
堆積物と判断でき、その時期は約2McalBPであると推定される。すなわち、亀ヶ岡で人間生活が営ま
れていた縄文時代晩期は、デルタが形成される直前の時代であったと判断され、遺跡周辺の台地のもとに
は、河口部に近い地形環境が存在していたと思われる。ただし、亀ヶ岡遺跡周辺の開析谷では、この時代
の泥炭層がみられることから、遺跡直下の谷底まで水域であったとは考えにくい。また､この時代は､縄文
時代中～後期において十三湖の表層が淡水の影響を強く受けていた時代から､汽水環境へ移行する時期に
相当する。

５．相対的海水準変動曲線と地形変化
本研究で得られた暦年代、既存研究で報告されている1℃年代（暦年代に較正）を用いて調査地域にお

ける相対的海水準変動を復元した（図５)。復元された海水準変動曲線から、津軽平野周辺では、縄文海進
の最高海水準に到達（約7,000calBP)した後、相対的な海水準低下が生じており、5,000calBPには現
海水準よりも低下したと判断できる。その後の微変動については資料が不足しているが、約1,000calBP
には、ほぼ現海水準に到達したと思われる。十三湖北岸に位置する縄文時代晩期の遺跡である五月女萢遺
跡では､砂丘の形成休止期を示すクロスナ層が遺物包含層となっているが、クロスナ層上部には１０世紀降
下の白頭山一苫小牧テフラが挟まれていて､その上位に新期の砂丘砂が被覆する。クロスナ層の形成から推
定される砂丘形成休止期と活動期は、復元された相対的海水準変動と同洲しているように思われる。

- ８ -
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度であったと推定されることから、淡水の影響が強い時代に湖底に堆積した木片は海水準ﾄで堆積したものと判断した。
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胎土分析から見た亀ヶ岡式土器の製作地
一土器胎土に含まれる火山ガラスの帰属について-

EstimationofmanufacturingsitesoftheKamegaokatypepotter iesonthebasisofchemical

ana lys isofg lassshards inthec laymatr i x特別
セッション

○柴正敏・関根達人（弘前大学）
○MasatoshiShiba,TatsuhitoSekine(Hirosakiuniversity)

縄文土器の胎土には、火山ガラスがしばしば含まれている。焼成温度が低い縄文土器では、

被熱の影響が少ないため、火山ガラスの化学組成が保存されていると考えられる。柴は、縄文前

期から晩期までの土器について胎土分析を行い､火山ガラスの化学組成を電子プローブマイクロ
アナライザー(EPMA)を用いてその組成を決定し、その給源火山を検討してきた(例えば、柴・

徳永２００７など)。胎士分析と並行して、青森県内の鮮新世以降のテフラガラスのデータベース

化も行ってきた。その結果、尾開山凝灰岩（約３５０万年前）から十和田火山（西暦９１５年）の
テフラガラスの化学組成が明らかとなった。また近年、国内のテフラの分布やそのガラス組成の

データベース化が進み、胎土分析に利用できるようになってきている（町田・新井2003、青木・

町田２００６など)。これらのデータを利用して青森県むつ市不備無遺跡の縄文晩期の土器に含ま

れる火山ガラスの組成から帰属を検討した結果、尾開山凝灰岩、虹貝凝灰岩、金木凝灰岩、十和

田八戸火砕流堆積物に属することが明らかとなった。

不備無遺跡は陸奥湾の北側、下北半島のむつ市川内町の宿野部川河口付近に位置する。不備無

遺跡は、2009～2011年にかけ弘前大学人文学部亀ヶ岡文化研究センターにより学術調査が行わ
れ、遺物包含層から晩期前葉から晩期末葉までの資料が層位的に出土するとともに、晩期中葉の

土器を畠l1葬した士坑墓１基が検出された（関根・上條編2012)。

今回胎土分析により火山ガラスの帰属を特定できた土器は１０点で、型式ごとの内訳は大洞
BC式５点、大洞C1式３点、大洞C２式と大洞A１式が各１点となる（図1)。

図２には、土器FB１0６-２に含まれる火山ガラス及び尾開山凝灰岩を構成する火山ガラスの
ハーカー図を示した。図３には、尾開山凝灰岩及び十和田八戸火砕流堆積物（土井1993）の分

布の外縁と不備無遺跡の位置が示されている。
ひとつの土器型式文化圏内での士器の移動を考古学的に明らかにすることは困難である｡縄文

晩期の下北と津軽は同じ土器型式文化圏に属しているが、今回の分析により、津軽で製作された

可能性の高い土器が陸奥湾を隔てた対岸の下北に搬入されていることが半'｣った｡土器胎土中の火

山ガラスの化学組成分析は、同じ文化圏内で移動した土器を特定する上で有効である。

-１０
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※関根達人･上條信彦編2012『下北半島における亀ケ岡文化の研究冑森県むつ市不備無遺跡発掘鯛査報告書』弘前大学人文学部附属亀ヶ岡文化研究センター

図１胎土中の火山ガラスの起源が特定された青森県むつ市不備無遺跡出土土器
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尾開山凝灰岩の火山ガラスが持つ化学組成のクラスターと土器に含まれる火山ガラスのボ尾開山凝灰岩の火山ガラスが持つ化学組成のクラスターと土器に含まれる火山ガラスの組成
が極めて良く重なる。尾開山凝灰岩のガラス組成は、根本・藤田２００８による。
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金木凝灰岩及び

二本松凝灰岩

テフラ)

50km 

To・H分布外縁

湯の沢力ルデヨ

(縄開山凝灰岩) 碇ヶ関カルデラ(虹貝凝灰岩)

図 3 尾関山滋灰岩及び十和田八戸火砕流土佐積物の分布外縁と不備然遺跡の位置

イ並木縦J~反店の分布域は根本 ・ 市平 2002、尾関山凝J火山の分イliJ戒は、 tli本 ・ 藤田 2008、恨

イド ・ 117i 、 1': 2002、工j爆 2005 &.び恨木 ・ 氏家 2009 、 1-:fll l l l 八) Î火砕流Ji(~積物の分布域は、 町

111 . 新井 2003 及び土) 1: 1993 を参考にした。

づ | 川文献

l tf本かおり ・ IUT 田 洋 2006 日本に分布する第四紀後期広域テアラのじ兄素組成-K20・Ti02
l火|によるテフラの識別.地質調査研究報告、 第 57 巻、第 7/8 ~}、 239 -258. 

仁Jf語 以 2005 十和田地域の地質 . 地域地質研究報告(5 )j分の l 地質問中高)、産総研地質調
任総合センタ一、 79 p. 

柴 11:敏 ・ 徳永 慧 (2007) 一.股 (2) 遺跡出土土器のJJfì 1:について.二股 (2) 遺跡、青
森県埋/j:~文化財調査報告 JF、第 437 集、 255 -260. 

I~l 恨述人 ・ 上保信彦編 2012 下北半島における亀ヶ岡文化の研'先一 汗森県むつ市不備無遺跡
先制調査報告:'，!}.弘前大学人文学部日本考占ー学研究本研究制作
1 :)1γι夫 1993 盛岡市付近に分布する十和田一大不動 ・ 八) i火砕流地刷物の産状. I::l本地質
学会点北支部会報、 no.22 、 8・9.

恨本11'(樹 ・ 市平成司 2002 作軽半島南部に分布する"本松IWズれ問~J何“について . 弘前大
マ:開 1":1:研究報告、第 5 巻、 17 ・ 30.

恨イ"':II'JJ封 ・ j雌問一生 2008 1 ')-森県西津軽地域に分布する f.Q'(:新統料ィilJ1，ÉJ.ズ岩の対比 . 地球科学、
�:n5 ~}， 1 7 ・ 19 .
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- 13-



石油地質学からみた遺跡出土アスファルトの原産地推定
Thesearchfbrtheoriginofasphalt(bitumen)excavatediTomarchaeoIogicalsitesofJomonperiod

bymeansofpetroleum-geoIogicaldata
特別

セッション
○氏家良博・川村啓一郎・安田創・上條信彦（弘前大学）

○YoshihiroUjiie,KeiichiroKawamura,HaiimeYasuda,NobuhikoKamﾘo(Hirosalduniversity)

アスファルトは、高い粘性と擬水性を有し、熱を加えると容易に識卑する性質を持つため、有史以前か
ら接着剤、防腐剤、防水剤などに使用されてきた。中東の死海地域では、アスファルトに含まれる炭化水
素等の組成、同位体比、バイオマーカーを用いて、有機地球化学的に遺跡から出土するアスファルトの原
産地推定が試みられてきた。日本でも東北・北海道地域に分布する縄文遺跡からアスファルトが出土して
おり、バイオマーカーやパラフィン成分の分子量分析、質量分析から有機地球化学的に原産地推定が試み
られた。
本発表では、石油地質学的手法、特に石油根源岩評価法である元素組成、マセラル組成反射率の分析

を縄文遺跡出土アスファルトに適応し、天然アスファルトと比較検討し原産地推定を試みる。
分析した試料を表ｌに示す。
アスファルトの元素分析は、真空

デシケーターで１日以上真空乾燥さ
せた後、Ｃ剛コーダにより炭素、水
素、窒素、酸素を分析した。マセラ
ル細戎の測定では、まずアスファル
トを樹脂に包埋しブリケット仮射
顕微鏡用試料）を作成し、その表面
を３段階に分けて研磨する。反射顕
微鏡で研磨面を観察し、個々の有機
物粒子のマセラルを同定する。マセ
ラルとは石炭の顕微鏡的構成単位体
であり、反射顕微鏡下で反射率と形
態的特徴から分類される。マセラル

糧１分析試料
｜状

は高等植物の材由来のvitriniteグループ、植物の葉や花粉・胞子由来のliptiniteグループ、酸化した
有機物や菌核由来のinertiniteグループの３つのマセラルグループに大別されており、さらに形態的特徴
から多数のマセラルに細分されている。反射率の測定対象はアスファルトの主成分であるamorphiniteと
する。amorphiniteは、liptiniteグループに属す不定形質無組織で蛍光を発するマセラルである。反射率
は、反射顕微鏡下でブリケットに一定強度の単色光を試料表面に垂直に入射させ、その反射光の強度を光
電増倍管で検出し、標準試料と比較して求める。
アスファルトの元素分析の結果をlXllに、マセラル細戊の測定結果を図２に、反射率の測定結果を図３

に示す。
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住所 、跡名

北海週

育森県

秋田県

岩手県

臼尻Ｃｉ員跡

騨崎Ｂ通勧
凹崎Pig跡
実吉遺跡
三内丸山(ｆ

石江追跡
山田(2)遺跡
坂元 ( 2 )週跡
後潟in跡
中居林沮跡

塊
塊

鯛
塊

角 ■ 金 的 間 ( ｎ m

アスファルト内避潔鉢

塊
アスファルト内凪深鉢

塊

蛍期末葉
後期中葉～末葉
後期～晩期？
ｴ1筒上屑e式～中期後葉

前期(円間下層式期）
中期末葉～後期初頭
愛期？
中期中葉
蚤期初頭

竪穴住居跡８
竪穴住居跡２
、桐外

Ｚ

土器埋設遺禰２
莞30号土坑

目堅穴住居跡
８号土坑
号堅穴住居跡
卜

｜Ｘ一
訓一
｜
Ⅲ
一
Ｚ

李平n号in跡
不備無追跡

元木山根Ⅱ週跡
島野上岱in跡
堀ノ内遺跡
矛 坂田11週跡

寺久保遇跡
浜岩泉Ｉ潰跡
上野平遺跡
平清水Ⅱ潰跡

板子屋敷３遺跡

塊

鉢(胴部）

鉢(底部
塊
アスファルト内蔵深鉢

虹いく【】凶̅止酬

塊

塊
塊
塊
塊
塊
塊
蹄

塊
アスファルト内蔵鉢

中期～)後期
晩鮭

晩期
後期前葉
中期後葉～末葉
晩期前葉(大洞ＢＣ式期
中期末葉？

中期末葉？
中期末棄？
中期末葉？
愛期？
中期後葉
中期～後期？

前期中葉～中期前葉

後期？

フラスコ状ヒット

遺構外
第３号竪穴住居跡

週構外
I、

【Ⅲ

【Ⅲ

ImR

第
週

週糧外

第12号住居跡

主居祉
主居土止
キ届tl卜

主居祉

; 住 居
外

平川市教育委員会
むつ市教育委員会

秋田県埋蔵文化財セ
ンター

岩手県文化振興事業
団埋敵文化財セン
勺一

アスファルト内蔵鉢 後期(手稲式） 風損外

時無 出土遺構 所蔵
肉 位 ２ 回 片 ■ 路 後期〈堂林式・三シ谷式） 住居1３ 函館市教育委員会

青森県埋蔵文化財調
盃センター



個々の分析結果からアスファルト
の類縁関係を推定することも口I能で
あるが、これらの結果を総合してク
ラスター分析した結果を図４に示す。
同じ豊ﾉ||油田産天然アスファルトで
あるが、入手経路等が異なるため試
料名が異なる｢豊川｣、「割||③｣、「昭
和町｣の試料が同じクラスターに入
るように結合距離1２を基準に分類
すると、遺跡出土アスファルトは秋
田県の割||油田と駒形の天然アスフ
ァルトに近いものと、それ以外のも
のとに二分できることが判明する。
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|Xl4クラスター分析の結果

I川角で囲んだものは犬然アスファルト試料である
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イネ種子･DNA分析から見た東北における水稲晨耕受容の検討
Insigh(it)1-intr()duclion()l､I()wlall(11･ic(jillloTohokual℃al.r()mlhevicwI)()inlsofseedsizevariali()ll

andDNAv(ll･ia(i()ll
特別

セッション

○ｲj川隆菟（仏ｌ１ｊ人'j':)､'j-:IHil端畑I(寓崎人聯､r:)、lll!|!鬼典(IjAIjijﾉ<学）
R)'Uiilshikawa(HirosakiUlliv)､｢r(､Isllr()Udatsu(Mi)"(IzakiUlliv),Kalllll()riTanaka(Hir()sakiUI1iv)

Ｈ本の稲作文化は稲作以I)1において水lll稲作を受容するｔ台ができあがっており、その後の水ll1稲作は
急速な勢いにて本州を北|:してきた．弥'|ﾐ式上器におけるｲﾄ代測定では紀ﾉ帥145()年には青森ﾘI唾ｵLI1jll
遺跡までは水''1を伴う稲作が行われていた．しかし，それ以llilの'|業についてはいまだ十分な『il1拠がな
く，狩猟採取漁労文化か，１”|腱"|文化が行われていたか，また水川を伴わない焼き畑農耕文化が先行
していたかについては多くの談ｌ計iがある．
本発表では，過去の事象解析から将来|ll:代のための運ﾉ直ﾉ(I!科学の発肢のために行われている弘前人'ｆ

の取り組みの部を紹介する．辿跡光Ｍliでは低湿地lifにおける良好な条件において，またその遺跡光＃li
の年代などに応じてイネ極ｆなど炭化繩子として見出されうる.li『森ﾘ,↓では既に商樋(III)遺跡におけ
る極fDNAの解析が先ｲJ:して行われており,過去に現熟細み|Ⅲ地州にみられる熱帯'二1本剛の存在力端llilﾘｌ
されている．その後，演者らは|11川遺跡における水|Ⅱ洲介からプラントオパールによる水田利川の年代
変遷･利川されていた配,種群を,洲在した．植物炭化物からはi,'u蹄||本型イネに優lli的なDNAを得た．-
方，プラントオパールは熱||}''水ﾉi'!イネと判定された．このように年代により，異なる品種群がダイナ
ミックに変遷し，今の東北のイネのもとを築いていったことがlﾘlらかとなった．このような品種は在来
極に兄出すことができ，今後の帷l1111'(播技術への応川が1ﾘl侍される遺伝資源となりうる(Table,Figlll℃).
在来種や遺跡から出土するイネを炭化物から変異を推定するために，粒大の変異幅の調査を併せてｲｉ

った．その結果から，近代の獅沸IIIIII繩に比較して，粒大の変異鵬が大きく多様なイネが１箇所において
我培されていたことがわかった．これは|ﾘj治以降の育繩において純系選抜即念が形成されるにいたる辿
伝的,il拠であると考えられる．
文献I氾録が残る在来種においては，急速にイネカ拡散する状況を香稲のIIIIII繩名洲査から明らかにした

嵐(1975)らのiid録がみられる.17111:紀に初めて文献'2に兄いだされた香稲は急速に東北まで拡がった．
これらの辿伝的特徴は東IMx･l几Ⅱ|水ﾉWI1の２つに大別される(猜谷２()()2).しかし,単一の変異をBADII2
遺仏〃KIﾉ1に起源とすることが|ﾘlらかとなった.-/j,lll形,IW;b,茨城においては１つの遺伝的に他
と|ﾘl暗に異なる在来品種緋が|え別された．これらの香のｌj(|ﾉ《l遺低ｒはBADIl２における．新規な変災で
あることが|!il定された.lll形,IIIIII;|)は行りをｲjするダイズの櫛}:fを行っていることがｲj名であり，近年，
BADH21'州瞠伝ｆである（""AMA/)/f(AI1kite(a1.2()11)に変災をｲjすることがわかっている．この
ことから，東北lfii¥liにおける存文化が新たなllil１l種を'ｌｉみ川したことが|ﾘlらかとなった．また，これら新
規香遺伍黄源において,111通仏｢近傍のI)NA多様|'liril21111iを行って,他のｲl来存り米IIII11価群と非需り米I1I11I
繩群を比II唆した．その結果，非行り米ｲ|来繩における多様|'|§がI温められる場合において，従来の存I)米
｢IIf!繩はBADH２近傍において多様|'|ﾐｶ湘州に消失していた．さらに，その仙城は新規香り米在来綱脈で
はより広範|川であった．このように多様なイネ変異が受容され，その1'1で'且'然交配を通じて各地にj曲ﾙ心
していったイネ品種は在来ｉｎにおいて辿伝的バッファーとして多様な変災を帯枝している．さらに，そ
の多様な1'1からその地域や環境に適応していった．
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